ITソリューション塾・事前課題／第2回　
ソフトウェア化するインフラとクラウド

ITインフラの常識が変わろうとしています。クラウドとの関係を踏まえながら、その意義と仕組みを学びます。

· 講義の達成目標を設定する：

1. 「クラウドは、ガバナンスが効かないし、セキュリティも心配です。やはり、オンプレのほうがよくありませんか？」とお客様に聞かれたら、あなたはどのように、答えますか？

2. あなたは、この講義で、何を手に入れたいでしょうか。

· 自分の知識のレベルを確認する：

1. 2018年6月7日、政府は「政府情報システムにおけるクラウドサービスの利用に係る基本方針」を決定し、政府情報システムは「クラウド・バイ・デフォルト原則（バイ・デフォルト[by default]とは「既定では」という意味）」とし、クラウド・サービスの利用を第一候補として検討を行うものとしました。既に民間企業の基幹業務システム、さらには銀行のシステムまでもがクラウド・サービスを利用すべく、取り組みを進めています。なぜいまこのような状況になっているのでしょうか。その理由を説明して下さい。

2. システムの実行環境として、コンテナの利用が拡大しています。それは、なぜでしょうか。また、IT利用の在り方をどのように変えるのでしょうか。仮想化との違いを含めて、その理由を説明して下さい。

3. クラウドの普及は、インフラやプラットフォームの構築や運用の必要性をなくしつつあります。また、コンテナやサーバーレス、ローコード開発の環境もクラウド・サービスとして充実しつつあり、開発や運用の生産性や変更への柔軟性は、向上し続けています。クラウド事業者が、このようなサービスの充実に積極的な背景には、ユーザー側の旺盛なニーズがあるからです。そのニーズとは、どのようなものでしょうか。文章にして説明してください。
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